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「原発のない未来へ！3.26全国

大集会」に3万5000人（代々木公園） 

 

福島原発事故から５年が経過し、チェルノブ

イリ事故から30年を迎える中、安倍政権は原発

推進政策を打ちだし、各地で原発再稼働を強行

しようとしています。これに対し、「つながろ

う福島！守ろういのち！」をスローガンに、３

月26日に東京・代々木公園で「原発のない未来

へ！3.26全国大集会」が開かれ、３万5000人が

集まり、憲法や沖縄基地問題などでも民意を無

視し暴走す

る安倍政権

にＮＯ！を

突き付けま

した。 

 主催４団

体を代表し、

Misao 

Redwolf さ

ん（首都圏反原発連合）があいさつを行った後、

ルポライターの鎌田慧さんと作家の澤地久枝

さん（ともに「さようなら原発1000万署名」呼

びかけ人）が、原発と戦争を進めようとする安

倍政権との対決を呼びかけました。 

 福島現地から「福島原発告訴団」副団長の佐

藤和良さんが「放射能汚染の不安を抱える被災

者を政府は強制的に帰還させ、賠償を打ち切ろ

うとしている。ともに立ち上がってほしい」と

訴えました。また、チェルノブイリ原発事故に

ついて、ベラルーシから来日したジャンナ・フ

ィロメンコさんが「事故当時、政府は危険を知

らせず、被災を拡大した。被災者の権利を守る

運動を進めてきた。この危険はすべての原発で

起こるものだ」と、連帯を呼びかけました。 

 愛媛県の伊方原発の再稼働が迫る中、原水禁

愛媛県協議会の中村嘉孝事務局長が「いま県民

の3分の２が再稼働に反対している。かつてな

かったことだ。脱原発に向け、４月23日に大集

会を開く」と力強く発言。さらに、元東海村村

長で脱原発首長会議世話人の村上達也さんも

「茨城の東海原発を動かしてはならない。首都

圏で原発を止めることが大切だ」と強調しまし

た。 

 さらに、福井のもんじゅについて、原発反対

福井県民会議の宮下正一さんが「先日、大津地

裁で稼働差し止め判決が出され、高浜原発は停

止した。もんじゅは爆発したら日本の半分に人

が住めなくなるほど危険だ。何としても廃炉

へ」と声をあげました。一方、４月からの電力

自由化について、国際環境NGO[FoE Japan]の

吉田明子さんが「東京電力など原発を進めるこ

れまでの電力会社の電気はやめ、再生可能エネ

ルギーを選ぶ人を多くしよう」と呼びかけまし

た。 

 今回の集会に協力した「戦争させない・９条

壊すな！総がかり行動実行委員会」から、福山

真劫さん（平和フォーラム共同代表）が立ち、

「安倍政権は原発再稼働とともに、戦争法、沖

縄の基地建設を進めている。断じて許せない。

５月３日に大集会を開き、さらに６月に国会包

囲などの運動を積み重ね、参院選に勝利しよ

う」と訴えました。 

 沖縄・辺野古新基地建設について、高里鈴代

さん（「基地・軍隊を許さない女たちの会」共

同代表）が「裁判所の和解勧告で工事は一時的

に止まっているが、政府はまだ方針を変えてお

らず、現地は緊張の中、座り込みを続けている。

もう沈黙はしない」と決意を表明。さらに、運

動の中心を担う沖縄平和運動センターの山城

博治議長も駆けつけ、「ファシズムに対抗する

ために団結をしよう」と呼びかけ、自ら作詞し

た「いまこそ立ち上がれ」を熱唱すると、壇上

の発言者全員がスクラムを組み唱和しました。 

 会場に集まった参加者は最後に「つながろう

福島！」「原発のない未来へ！」と書かれたプ

ラカードを一斉に掲げてアピールしました（上

写真）。 

 集会後、渋谷駅周辺、原宿・青山方面、新宿

方面の３コースに分かれてデモ行進が行われ、

参加者は工夫を凝らしたプラカードや横断幕

などを手に、「原発再稼働反対！」「安倍政権

を許さない！」などとシュプレヒコールをあげ

てアピールしました。 
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原発のない福島を！県民大集会 

福島原発事

故から５年が

経過した３月

12日、福島県郡

山市の開成山

陸上競技場で

「2016原発の

ない福島を！県民大集会」が開かれ、全国から

6000人の参加者が集まりました。「様々な理由

で福島に戻れない人たちがいる、その原因が原

発事故である」という開会のあいさつから始ま

った県民大集会では、特別ゲストの鎌田慧さん

（さようなら原発1000万署名呼びかけ人）、ハ

イロアクション福島の武藤類子さん、津島被害

者原告団（浪江町）の今野秀則さん、大熊町で

生まれ育ち避難生活する愛場学さん、高校生平

和大使の鈴木愛望さんらが発言。集会後は、市

内をデモ行進しました。 

 

 
 
 

2016年3月31日  

「朝鮮学校に係わる補助金交付に関する留

意点について（通知）」発出に対する 

事務局長見解 

平和フォーラム  事務局長 藤本泰成 

 ３月29日、文部科学省は馳浩大臣名で「朝鮮

学校に係る補助金交付に関する留意点につい

て（通知）」を発出した。通知は、「朝鮮学校

に係る補助金交付は、国は実施していないが、

各地方公共団体においては法令に基づきその

判断と責任で実施されている」と冒頭で説明し

ている。馳大臣は、記者会見においても「権限

は自治体側にあり、減額しろとかなくしてしま

えとか言うものではない」と説明している。し

かし、通知はさらに、「朝鮮学校は、北朝鮮と

密接に関係する朝鮮総連が影響を及ぼしてい

る」と指摘し、「補助金の公益性、教育振興上

の効果を十分に検討し、適正かつ透明性のある

執行を確保せよ」と指摘している。これまでも

私学助成などでは不正な使途を問われた事例

がいくつかあるが、地方自治体に対してこのよ

うな通知が発出されたことを知らない。行政法

の専門家の中には、「事実上、補助金はやめな

さいと言っているに等しい」との指摘もある。

朝鮮学校において補助金の使途に不正が行わ

れた事実はない。この時期に、朝鮮学校にだけ

突然このような文科省の権限を越えた通知が

なぜ発出されたのか、馳大臣は説明していない。 

 自民党は、拉致問題や核実験を理由に、文科

省に補助金停止を要請してきた。国連からも指

摘されているが、朝鮮学校に通う生徒の人権と

外交上の問題とは一緒にすべきではない。北朝

鮮への制裁措置が強化されているが、その一環

としての行為だとしたら、人権への国際基準か

ら言っても許されるべきではない。 

 朝鮮学校の生徒は、2013年４月以降、現政権

によって高校授業料無償化措置から完全に外

されている。以降金曜日には、子どもたちや保

護者、学校関係者、支援団体などが文科省前で

抗議行動を行ってきた。各県で、措置適用を求

める訴訟も始まっている。国連の人権委員会や

人種差別撤廃委員会からも、人権侵害との指摘

が行われている。文科省がそのことを知らない

はずはない。神奈川県は、朝鮮学校の授業内容

は適正であるとして、保護者への学費の補助を

実施している。今回の通知に対しても「国際情

勢に振り回されず、学習環境を守るのは大事

だ」との黒岩祐治知事の談話が伝えられている。

これこそが、人権感覚と言うものだ。朝鮮学校

に通う子どもたちは、政治に差別され翻弄され

て傷ついてきた。そして朝鮮半島を故国とする

者たちの民族教育は危機に瀕している。日本が、

民主主義国家であり人権国家であるとするな

らば、民族教育の権利は守られるべきである。

日本の戦前と戦後を通して、日本社会で生きざ

るを得なかった歴史を持つ民族に対して、日本

社会はどのようにその責任を果たしてきたと

いうのか。 

 平和フォーラムは、各自治体がこの通知に左

右されることなく、その判断と責任において適

切に補助金を交付していくことを、日本社会の

一員として強く望む。 
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「地名総鑑」復刻版の 

出版・販売の禁止とインターネッ

トへの掲載禁止を！ 

 

「鳥取グループ・示現舎」という団体より「全

国部落調査 部落地名総鑑の原典」と題した書

籍が発行・販売されるという情報がインターネ

ット上に掲載され、さらにその中で、被差別部

落の所在地一覧も掲載されています。 

3月29日に横浜地裁は「出版、販売または頒布

してはならない」と仮処分決定しました。3月

30日には東京法務局がネット上の「所在地一

覧」掲載を「ただちに中止」するよう「説示」

しました。しかし、「鳥取グループ・示現舎」

はこれに従うどころか、「全国部落調査」復刻・

改訂版をインターネット上に掲載するといっ

た挑戦的攻撃的な行為に及んでいます。 

部落解放同盟東京都連は、結婚差別や就職差別

がある現状のもとで身元調査を誘発する、この

ような悪質な差別は決して許さないという立

場で取り組みを進めています。 

東京平和運動センターは加盟団体による関

係機関への別紙要請書送付動を取組んでいま

す。 

１ 法務省宛 

  千代田区霞が関1-1-1 

  法務省人権擁護局長  岡村 和美 宛 

（１）「全国部落調査」復刻版の発行・販売を

ただちに禁止する措置をとっていただきたい。 

（２）「同和地区Ｗｉｋｉ」において「全国部

落調査 部落地名総鑑の原典」と題して、「部

落の所在地」「部落名」「主業／副業」「現代

地名」等の一覧が都道府県別に掲載されてい

る。まさに現代版部落地名総鑑であり、ただち

に削除する措置をとっていただきたい。 

 

２ 東京法務局宛  

  千代田区九段南1-1-15九段第2合同庁舎 

  東京法務局  人権擁護部長 宛 

 1 と同文 

３ 東京都および各市区町村長宛  

（１）「全国部落調査」復刻版の発行・販売を

ただちに禁止する措置をとるよう法務省、東京

法務局に要請していただきたい。 

（２）「同和地区Ｗｉｋｉ」において「全国部

落調査 部落地名総鑑の原典」と題して、「部

落の所在地」「部落名」「主業／副業」「現代

地名」等の一覧が都道府県別に掲載されていま

す。まさに現代版部落地名総鑑であり、ただち

に削除する措置を法務省、東京法務局に要請し

ていただきたい。 

 

 

 

 

「全国部落調査」復刻版発行・販売事件の

取り組みの背景 

 部落解放同盟東京都連合会書記長 

            近藤 登志一        

 

部落解放同盟は、「全国部落調査 部落地名

総鑑の原典 復刻版」発行・販売中止・絶版を

求める糾弾闘争を全国展開している。「全国部

落調査」とは、「財団法人中央融和事業協会（内

務省管轄）が１９３６年に作成した当時の被差

別部落の実態調査報告書である。全国５３６７

の部落の「所在地」「部落名」「主業／副業」

などが都府県別に掲載されているといわれて

いる。 

 

 横浜地裁の仮処分決定 

「鳥取ループ・示現舎」は、今年（２０１６年）

に入って、この報告書をどこからか入手しイン

ターネット上に掲載した。また、手書きを活字

に直し、現代所在地名を追加し、「全国部落調

査 復刻版」を書籍化、販売しようと計画し、

アマゾンで予約注文を開始した。しかし、販売

中止を求める多くの声が寄せられ、アマゾンは

販売を中止にした。しかし、示現舎からの販売

も当然考えられるので、中央本部は出版を差し

止めるため、横浜地裁に出版差し止め仮処分を

申し立てた。横浜地裁は、３月29日、「出版、

販売または頒布してはならない」と仮処分決定
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を下した。更に、東京法務局は、３月29日、イ

ンターネット上に掲載されている被差別部落

の所在地や姓の情報の掲載を直ちに中止する

よう「鳥取ループ」に「説示」した。 

 しかし、「鳥取ループ・示現舎」は、横浜地

裁の決定や東京法務局の説示に従うことなく、

インターネットサイト「同和地区Ｗｉｋｉ」に、

「全国部落調査 部落地名総鑑の原典」と題し

て、活字で、旧地名と現代地名が表示された「全

国部落調査」の「改訂・復刻版」とみられる被

差別部落情報を掲載している。まさに差別図書

「部落地名総鑑」の現代版であり、挑戦的、攻

撃的な差別主義的行為である。 

 

 差別撤廃に敵対する鳥取ループ 

 「鳥取ループ」とはインターネットサイト名

であり、２００５年11月頃に開設されている。

また示現舎という出版社を設立し「同和と在

日」などの書籍を販売している。「鳥取ループ」

は２０１４年頃、部落の所在地と地図、写真が

連動できる被差別部落の所在地情報一覧をイ

ンターネットに掲載したが、都連も含め全国か

らの削除要求などもあり、プロバイダ「ｇｏｏ」

により削除された。 

 しかし、「差別は社会的に許されない」とい

う社会的合意に対抗するように、２０１４年５

月、プロバイダを海外（アメリカ：ウィキメデ

ィア・コモンズ）に移し、「同和地区Ｗｉｋｉ」

を開設し、再び、被差別部落の所在地一覧（イ

ンターネット版部落地名総鑑）を掲載した。同

じ年に、滋賀県と鳥取ループによる「滋賀県同

和対策地域総合センター要覧」の情報開示請求

をめぐる裁判の最高裁判決が２０１４年12月

に出された。最高裁は「開示を求める」「鳥取

ループ」の主張を退け、「要覧」は「非公開情

報にあたる」とした。 

 そして、「鳥取ループ・示現舎」は、最高裁

判決も無視し、現在も「全国部落調査」など身

元調査を誘発する被差別部落の所在地や人名

情報のインターネット公開を執拗に繰り返し

ているのである。この事態は、「仮処分決定」

「最高裁判決」「東京法務局の説示」だけでは

差別主義者の行為を止められないということ

も意味している。 

 差別の現実を直視し 

 部落かどうかを身元調査する戸籍謄本の不

正取得事件が頻繁に発生している現実や「２０

１４年発表 東京都人権に関する世論調査」で、

部落との結婚を忌避・排除する差別意識が悪化

しているという現実、さらには、人権相談でも

「身元を調べて部落だと分かり結婚を反対さ

れている」、「出生地を明記した書類を出して

ほしいといわれている。出すと部落だと分かっ

てしまう」など結婚差別に関わる相談が増加し

ている現実がある。「部落かどうか」を役所な

どに問い合わせる事件も後を絶たない。「鳥取

ループ・示現舎」は、このような差別の現実を

無視し、社会の差別撤廃への多くの努力に敵対

し、差別的身元調査を助長、誘発する差別扇動

を執拗に繰り返す差別主義者であり、社会は決

して許してはならない。 

 部落解放同盟中央本部は「仮処分」という暫

定的決定ではなく、「地名総鑑」復刻版の出版、

販売の禁止とインターネットへの掲載の禁止、

さらに、「鳥取ループ」に対する損害賠償請求

を求め、「本訴訟」に取り組んでいる。この「本

訴訟」を支えるためにも、法務省、東京法務局、

東京都、区市町村、共闘団体等に働きかけを強

め、差別主義を社会的に包囲していく運動をつ

くりあげていかなければならない。また同時に、

身元調査とそれを誘発・扇動する行為を根絶す

るために、インターネット上での「被差別部落

の所在地リスト」の公表禁止を含めた「差別禁

止・人権侵害救済法」を早期に制定させていか

なければならない。 

（部落解放同盟都連機関紙 

「解放新聞東京版」4.15付 882号か 

ら転載） 

  

 

 

 

 

 

 

 

1975年に発覚した「部落地名総鑑」 
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2016年3月29日 

「戦争法(安全保障関連法)」施行に対する

抗議声明 

フォーラム平和・人権・環境   

本日３月29日、「戦争法(安全保障関連法)」

が施行された。平和フォーラムは、憲法に反す

る集団的自衛権行使に道を開き、米軍とともに

地域的制約なく自衛隊の世界展開を可能にす

る同法の施行に強く反対する。 

 安倍晋三首相は、消費税増税先送りの是非を

問うとして2014年12月に衆議院総選挙を行い、

多数を確保すると、安全保障法制改革の信任を

得たかのように主張し、世論の動向に配慮する

ことなく、昨年９月に「戦争法」を強行成立さ

せた。憲法学者のほとんどが、野党が、一致し

て違憲とする集団的自衛権行使を容認し、反対

する者を「安全保障に無責任な勢力」として一

方的に断罪する政府と安倍首相の姿勢は、国民

の負託を受けて民主主義国家の運営にあたる

者としてふさわしくない。 

 菅義偉官房長官は、「今後とも国民の一層の

理解をいただけるよう説明していきたい」と発

言しているが、今日まで、そのような政府の努

力を見ることはない。「戦争法」が違憲である

かどうかの疑いが晴れることはなく、むしろ懸

念は広がっている。 

 安倍首相は「国民の命をまもるために必要な

措置は何か、考えぬいた結果」と、「戦争法」

の異議を強調しているが、例えば世界に紛争地

で難民などの支援に当たる民間のNGOからは、

「軍隊と一線を画すことが、安全につながる。

自衛隊の駆けつけ警護は、自らを攻撃対象とす

ることになる」との主張がある。このように「戦

争法」の有効性についても疑問の声があがって

いるが、政府からは何ら納得できる回答はない。 

 それどころか、政府は参議員選挙をにらんで、

PKOに派遣する自衛隊の「駆けつけ警護」や米

軍への兵站を担うための日米物品役務相互提

供協定(ACSA)改定案の国会提出など、「戦争法」

施行にともなう自衛隊の新たな任務について

は、今秋以降に先送りする方針とされている。

野党は「安保法廃止法案」を国会に共同提出し

ているが、自民・公明多数の中で審議入りの目

処も立っていない。政府は、国民の理解をいた

だくと言うならば、「戦争法」施行に基づく実

際の自衛隊の運用方針を示し国会で与野党の

議論を開始しなくてはならない。 

 実際の任務に当たる自衛官や家族からは、不

安の声があがっている。任務とされる兵站支援

や駆けつけ警護は、戦闘を前提としておりきわ

めて危険な行為である。自衛隊が、この「戦争

法」の施行にともなって戦死者を出すことがあ

れば、第２次大戦後も世界各地で「自由と民主

主義」のためと称して戦争を行い、今日の世界

の混乱を招いてきた米国軍と何が違うのか問

われることになるに違いない。それは、そのま

ま日本の戦後が問われることと同義である。 

 平和フォーラムは、日本国憲法9条の下、集

団的自衛権行使を否定し実際の戦闘から距離

を置くことで、他国にはできない日本独自の平

和への役割があると考える。「戦争法」施行に

よって「普通の国」にならんとする現政権の理

念なき野望に抗し、参議員選挙での野党勝利、

「戦争法」廃止、改憲阻止に向けて、全力でと

りくんでいくことを決意する。 

 

戦争法廃止を求める統一署名 

3.15一斉行動 都内で127か所 

 3.15一斉行動の呼びかけに応え、東京平和運

動センターは、都内７か所の駅頭で、署名行動

を行いました。三多摩平和運動センターもこの

間、連日の署名行動を行っています。 

 署名用紙の入

ったハガキ付の

チラシも完成、駅

頭での配布とと

もに、立憲ネット

に参加する、地方

議員のみなさん

にも協力をお願

いしています。

2000万署名をめ

ざしましょう！ 
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東京平和運動センター 

第28回定期総会 開催 

5月25日（水） 16時～18：00  

東交大会議室（田町交通ビル5F）

 

1 経過報告 

2 決算・決算監査報告 

3 16年度活動方針案 

4 16年度予算案 

5 役員改選案 

6 その他 

  

 

 

5.3憲法集会に大結集を 

 

5月3日（祝） 

13：00～ 

16：00 

有明防災公園 

     

活動日誌 

3.01 ビキニ・デー集会（静岡） 

3.04 食とみどり、水を守る東京都民会議総会

（15：00 東交会議室） 

3.12 原発のない福島を！県民集会（郡山） 

3.12～26 フクシマ連帯キャラバン行動 

3.15 2000 万署名一斉行動 

3.19 2016 解放セミナー（13 時  

都人権プラザ３F） 

3.19 総がかり 19 日行動（13：00 日比谷野音） 

3.26 原発のない未来へ！3．26 全国集会 

（代々木公園） 

 

今後の日程 

4.16 三多摩集中行進（13：00～15：30） 

4.19 戦争法廃止!安倍内閣退陣!総がかり行

動(18:30～東京・国会前)  

4.20 会計監査 （14：00～） 

   常任幹事会（16：00～） 

4.27 第91回原水禁全国委員会 

(13:00～東京・日本教育会館)  

第18回平和フォーラム総会 

(15:00～東京・日本教育会館)  

4.29  第87回中央メーデー(東京・代々木公園)  

5.03  明日を決めるのは私たち 平和といのち

と人権を!憲法集会  

(13:00～東京・有明防災公園)  

5.12～15 

復帰44年(第39回)5.15沖縄平和行進 

5.19 戦争法廃止!安倍内閣退陣!総がかり行

動(18:30～東京・国会前)   

5.24 狭山再審市民集会（13：00日比谷野音）  

5.25 東京平和運動センター・戦争をさせない

東京1000人委員会総会（16：00～） 

常任幹事会（15：00～） 

6.05 戦争法廃止!安倍内閣退陣!国会包囲総

がかり行動(14:00～東京・国会周辺) 

 

08月    原水禁大会 
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